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令和３年１２月７日             

倉敷市立郷内中学校長発行 

学校だより 第２３号            

 
 風の強い日は、調理室前や１年生の教室前廊下に高い木の落ち葉が溜まり、水に濡れると廊下が滑りやす

くなるので、朝、掃いていると、朝の会が終わってすぐに１年生の生徒が出てきて、笑顔で「ありがとうご

ざいます。」と言って通り過ぎていきました。一瞬のことでしたが、感謝の言葉と笑顔が、場の空気を明るく

し、私の心をいつまでも温かくしてくれました。人は、相手の言葉や行動から、その後ろにある心を感じ、

心を動かされるのです。今週は、校内人権週間です。だれかの何気ない言葉や笑顔の後ろにある心を感じな

がら生活してみましょう。 

 

           ３年生の技術の授業で、二十日大根を育てました。教室前の日当たりのよい場所に 

置き、Ａ組もＢ組も水を欠かさず成長を楽しみにしていました。ところが、しばらく 

してよく見ると、一方は葉に勢いがあり、もう一方は、 

だんだん葉の枚数が減っていき、遂に、葉が一枚も残っ 

ていない状態になってしまいました。なぜ、こんなにも 

成長が違うのか、もともとの苗に問題があったのかと、 

３年生に尋ねてみました。答えを聞いて納得しました。 

勢いよく成長した方のクラスは、毎日、二十日大根を観察し、葉に虫がつくとすぐに取り、それをずっと根

気よく続けていたそうです。もう一方の二十日大根は、虫のえさになってしまったということでした。植物

に限らず、目を向け手をかければ、それに応え自分の使命を全うしようと頑張る様子は、命あるものすべて

に通ずるものだと思います。葉の虫を取る行為の後ろに、二十日大根の成長を応援する優しい心が見えまし

た。 

 Ｄ組の一寸そらまめと中生
な か て

そらまめが、 

日に日に大きくなっています。どんな実がなるのか 

楽しみですね。 

 

               

１２月１日の午後、今年度２回目の避難訓練を行いました。今回は、「緊急地震速報 

を受信した際の行動訓練」でした。地震発生直後に机の下にもぐり、避難指示の放送 

を聴いてグラウンドに避難しました。避難指示が出てから２分１４秒後に全校生徒が確認できました。 

 地震は、前触れなく起こるので、訓練が 

必要です。ただ、実際の地震は訓練とは違い、 

避難経路に物が倒れていたり、ガラスの破片   

が落ちていたり、火災が発生したりするかも 

しれません。日頃から災害に備え、身を守る 

行動がとれるよう準備しておくことが大切です。この訓練の２日後の授業中に、震度３の地震が発生し、び

っくりしました。どのクラスも授業をしていた先生方よりも早く地震に気づき、素早く机の下にもぐり放送

を待っていたそうです。「今日はもぐった時、机の脚を持ちました。」と、１年生が報告してくれました。訓

練から学び実行する姿勢、大切ですね。 

 

 郷内小学校と連携し、メディアの利用時間や利用方法を見直すことにより、 

             生活習慣の改善や学習習慣の確立を目指すメディコンウイーク（メディアコン 

             トロール週間）を期末テストに合わせ、１１月２２日から１１月２９日までの

８日間で行いました。ご家庭での前向きな声かけ等、お世話になり、 

ありがとうございました。 

 Ａコース【1日中メディア使用なし】 

 Ｂコース【1日３０分まで】  Ｃコース【1日１時間まで】 

 Ｄコース【1日２時間まで】  Ｅコース【自分で決める】 

 

右のグラフは、選んだコースを学年別にグラフで示したものです。 

学年が上がるほど、Ｅコースを選ぶ割合が高くなっています。 

Ｅコースは、1日２時間より長い時間、学習以外でメディアを使用 

していることになります。１，２年生は部活動がない日の時間の 

使い方を見直し、３年生は、生活習慣を見直し入試に備えましょう。                    

（裏面に続く） 
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 また、メディコンウイーク期間中に、「スマホ・ネットとのつきあい方チェックシート」を使って、自分の

スマホ・ネットの使い方を確認しました。 
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【チェックシートの結果から】学年が上がるにつれて、「注意」に属する人が増えていることがわかります。 

              健康のためにも依存しない使い方の工夫を考え、習慣化していきましょう。 

   

                    

 

 

 

 

 

 

【チェックシートの結果から】  左の円グラフは、全校生徒の結果です。「問題なし」と「注意」の割合

がほぼ同じぐらいです。「注意」から「問題なし」になるよう使い方を工夫

しましょう。また、右のグラフから、学年が上がるにつれ、「注意」の人の

割合が増えていることが読み取れます。自分の健康のためにも、便利な物

や道具に使われない使い方を考え実行していきましょう。 
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